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かりな ど、 そのさ 古事記よりも、 今一きはふるく見えたるは、まことに上宮わたり 物にや有けむ、又 は、いとたふとき物なるに、今はたゞ出雲一國のゝみ またくてはのこりて、ほかはみな絶ぬるは、 かへす〳〵もくちをし、 さるは應仁よ こな 、うちつゞきたるみやこのみだれに、ふるき書どもゝ みなやけうせ、あるはちりぼひうせぬるなるべし、そも今の世のごと、國々にも學問す ともがら多く 書 もえうじもたるものおほからましかば、むげにたえはつ ことはあらじを、そ か はいまだゐなかには、 もいと〳〵まれに て 京ならではをさ〳〵書ど ゝなかりしが故なめ されどから國のふ きふみどもはしも、これかれとゐなかにも殘れるがあるは むねとからを好むよのならひなるが故也、かくて風土記も、今の世にもかれこれとあるは、はじめの奈良の御代のにはあらず、やゝ後のにて、そのさま古きと いたく はりて、大かたおかし
  (5)からぬ




ぬをもてなずらへしるべし、 さてし もとの風土記はみな絶ぬる中に、國はしも多かるに、出雲のゝこれるこ は、まがこと
  (6)の








古い書物が絶えてしまって今 伝わらないのは 何事 も増口惜しく、また嘆かわ いことである。 『釈日本紀』 や仙覚 『万葉集註釈』などを見ると、それらが物された時期までは、それぞれの国の『風土記』も大体が揃っていて、 って たようである。 『釈日本紀 に引用されている『上宮記』というものは、わずかばかりではあるけれ も、そのあ さま 『 』よりも今一層古く見える は、 これが本当に上宮あたりの物であ たからであろうか また、 『風土記』は非常に尊いものであるが、今
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ではただ『出雲国風土記』のみ完全なものが残っていて、そのほかのものがみな絶えてしまった は、 かえすがえす口惜しいことだ。こうなってしまったのは、応仁以来打ち続いた都の乱れによって、古い書物も 焼失し、あるいは散り散りになって失わてしまった らにち い い。そもそも、今の世のように各地に学問する者が多く、書物を必要とし 持つ者が多かった らば、無下に絶え果 てしま こともなか だろうが、 当時はまだ地方には学問する者は非常 稀で、 京以外に ほとんど書物もかったためにこうなってしまった あろう しかしな ら、中国の古い書物にかぎってあれやこれやと地方にも残ってい ものがあるのは、もっぱら中国を好む世の常のせいである。 のようなわけで、 『風土記』も、今の時代にあれこれと残 ているのは当初の奈良時代のものではなく、やや後のもの あって、そありさまは昔とは大いに変わ ており 大抵は趣 ないものる。そのなかにあって 豊後国風土記』は奈良時代 ものであるが、ただわずかに残って て、完全ではない。そもそ 、ように当初のよいものは絶え、 後々の好ましく いものが残るはどういったわけであろうか 考えてみる 、 れはきっと世人の心が総じて中国風に ってしまって、 古くて中国風でないことを好まず、 後世の少し も中国風に近いことを喜び有難が せいであるに違いな 。 〔このことは〕神代 記録について 『日本書紀』のも だけを尊び 『古事記』 ものを不要とすること




(1) 『釋日本紀』は鎌倉時代に卜部兼方が著した『日本書紀』の注釈書。それ以前の多くの書物を参照して書かれており、現在では散逸した文献の記述で 『釈日本紀』 の中に残さ いるものも多い。
 
(2) 仙覚 （一二〇三～一二七二以後） は鎌倉時代初期の学問僧であり、『万葉集註釈』を著して万葉集研究に大きな功績を残した。
 
(3) 『風土記』については、 「 『玉勝間』全訳注（三） 」の第六条注⑼を参照。
 
(4) 『上宮記』は、 『古事記 や『日本書紀』に先立って七世紀中に存在したと推定される歴史書。 『釈日本 など 逸文が残るが、現在では散逸している。
 




(6) 悪い出来事。宣長はこの世の「まがこと」は全て禍津日神によって生じるという独自の立場を取った。東より子『宣長神学の構造―仮構された「神代」 』 、ぺりかん社、一九九九年参照。
 





















がら多くは今の京になりてのいひざまにて、 音便の詞などいと多きに、 中に またいとふるくめづらかにたふときこともまじれるを、その訓おほくは全からず、あるはな ばかけ 或はもじあやまりなど、すべてうる し しどけ きは、いと〳〵くちをしきわざ也，板本
  (1)一つならでは世になく、古き寫し本はたい












今日に残る『日本書紀』の写本は、文字の誤りも所々にありた、訓みについても、古言ではあるけれどもその多くは今 京なってからの言い方であって、 音便化しているこ などが非常
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諸々の書物について、 「すり本」と「写し本」とに関する良い点と悪い点を述べるならば まず「すり本」が入手しやすく、ま便利であるということは、 今更いうまでもない。 けれども一方で、最初に板に彫 きに、書物を扱う商人の手によって、本の好悪
を選別せずに彫ってしまうことは言うに及ばず、 博識な者の手によって ばれたものであっても、 それでもやはり間違いが多いのであるが、 ひと びそれを板に彫って 「すり本」 が出てしまえば、諸々の「写し本」は自然と廃れて絶えていってしまい、ただ一種類に定まってしまう。ゆえに、誤っている部分があるのを他の本を用いて正そうと も、簡単 はゆかな 。これは、 「すり本」があるのがよくないのである。皇朝 書物は、おおかた元和寛永の時代から、次第に板に彫られてき るが、ど もこれも〔元にした〕本が悪く、誤りが多くあって 別によ 本を入手して正さなければ役に立た ような のさえ多々あるのは、 非常に口惜しいことである。ところが、 「すり本」で ない書物は、「写し本」が様々 存在しているため はあるものの れとこれとを見比べれば、よりよい 文を得ること できる。 こ は写本によって伝わると うことの 良さのひとつ とはいえ、写本は りわけ入手しづらいものであ から、広まらずに絶えてしまいやすく、 また、 写すたびに誤りも増えてゆく。 それ 、心ない商人の手 作られたものは、 利益のことだけを考えるから、あちらこちらをこっそりと省 りして 書き写してゆくうちに、 もともとのよい状態を保っ 本はきわめてまれなものになってしまっているよう みえる。ならば、 えよくないものであったと ても、やはり諸々の書物は、板に彫っておいらいたいものである。本当に 『貞観儀式』や『西宮記』 、 『北山
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めづらしき書をえたらむには、したしきもうときも、同じこゝろざしならむ人には、かたみにやすく借して、見せもし寫させもして、世にひろくせまほしきわざなるを、人には見せず、おのれひとり見て、ほこ むとするは、いと〳〵心ぎ なく、物まなぶ人のあるまじきこと也、たゞしえが きふみ 遠くたよりあしき國などへかしやりたるに あるは道のほど てはふれうせ あるは其人にはかになくなりなどもして、 つひにその書かへらずなる事あるは、いと心うきわざ也、さればとほ さかひよりかり らむふみは、道のほどのことをもよくし ゝめ 又人の命 にはかなることもはかりがたき物にしあれば、なからむ後 も、 ふらさず、たしかにかへすべく、お てお
  (1)べきわざ也、すべて
































他人から借りた本に対して、 すで 読み終えた場所に折り目をつけるのは、非常に分別の い行いである。 折 目をつけ という行為は、いつの時代もなくならないものだなあ。
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